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平成26年過去問・第21問の土地書式

座標結果に基づく、土地全体のイメージ図
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T1　X：256.25　・　Ｙ：178.56

Ｔ2　X：220.89　・　Y：168.32

T3　X：220.72　・　Y：208.12

単位　：　ｍ

3.30ｍ 3.22ｍ

1・座標値を求めたい境界点の方向角を計算する。

2・合緯距、合経距の公式を使い、座標値を計算する。

3・方向角を用いた、座標計算が完了したら、その他の方法で、計算をする座標値を計算。

4・座標が全て計算完了したら、座標求積計算・地積の計算を

5・地積測量図の図面作成（三角定規で)

6・境界点の点間距離を、「ピタゴラスの定理」で計算する。

＊土地の書式の回答の流れ

270゜14'41"

X’

X’

方向角(T3からT2）

116゜43'42"

方向角(PからD）

(A)－(B)の角度より、解説の公式とおりとなる。

X座標方向・平行線とみる

X座標方向・平行線とみる

座標差から方向角を求める公式を使う。(T2、T3の座標値で）

方向角は、第4象限にあたる事から推測する。

315゜50'53"
方向角(T3からP）

208゜13'30"

方向角(PからE）

(A)＋(C)の角度より、解説の公式とおりとなる。

解説のとおり、内分点を求める計算式を使う。 解説のとおり、内分点を求める計算式を使う。

45゜36'12"
観測角

＊平成26年の過去問は、座標計算は、複雑ではないので、まずはこちらで測量計算になれてください。

315°50′53″－180°＝135°50′53″（A）

315°50′53″－180°＝135°50′53″（A）

平行線の為、同じ角度となる。

平行線の為、同じ角度となる。

340゜52'49"

72゜22'37"（C）

観測角

観測角

-19゜07'11"＝340°52′49″ー360°（B）


